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一

　

　

　

の

　
　
　
　

　

　

　

　

　

欧

陽
修
が

『

詩

話
』 、

す
な
わ

ち

の

ち
に

『

六
一

詩
話
』

な
ど

い

く
つ

か

の

書
名

を
も
っ

て

称
さ

れ

る

こ

と

に

な
る

書
を

著
し

た

あ

と
、

司

馬

光
は

、

の

ち

に

『

温

公

続

詩
話
』

な
ど

と

称
さ

れ
る

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

の

こ

と

も
あ
る
『

続
詩

話
』

を

著
し

た
。

そ
の

後
、

劉
做
が
『

詩

話
』

を

著
し

た
。

こ

れ

も

『

中

山
詩

話
』

そ

の

他
、

い

く
つ

か

の

書
名
で

呼
ば

れ
る
の

が

普

通

で

あ
る

。

北

宋
前

期
の

詩

話
書
で

現

存
す
る

も
の

は

以

上

の

三

書
で

あ
る

。

そ

の

後

も
詩

話
書
は

陸
続
と

著
述

さ
れ

続
け
、

一

つ

の

ジ
ャ

ン

ル

を
形

成
す
る

に

至

る
の

で

あ

る

が
、

彼
ら

に
三

人
に

と
っ

て

は
、

ジ

ヤ

ン

ル

と

し

て

の

意
識

は

生
じ

て

い

な

か

っ

た
。

つ

ま

り
、

詩
話

書
は

ど

う
あ
ら

ね
ば
な

ら
ぬ

と
い

う
考
え

は

な

か
っ

た
。

で

は
、

彼

ら

は

そ
れ

ぞ

れ
の

詩

話

書
を
ど

の

よ

う
な

著
述

意
識

を

も
っ

て

著
し

た

か
。

ま

ず

『

六
一

詩
話
』

（

以

下
、

「

欧
話
」

と
よ

ぶ
）

の

小

序
に

は

言
う

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

居
士

退

居
汝

陰
、

而

集
以
資
閑

談
也

。

　

「

集
」

の

字
が

、

そ
れ
ま

で

に

ど

こ

か

に

書
き
留
め

て

お

い

た

も
の

を
、

こ

の

際
に
一

か

所
に

集
め

た

と

い

う
こ

と

を

表
し

て

い

る
。

事

実、

欧
話
に

記

載
さ
れ

た

詩
話
の

い

く
つ

か

の

則
は

、

欧

陽
修
が

こ

れ

に

先
ん

じ

て

著
し

た
い

く
つ

か

の

書
に

見
え
る

話

題

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

が

基

に

な
っ

て

い

る

と

判
断
さ

れ
る

も
の

が

あ

る
。

そ
し

て
、

連

続
す
る

各
則

の

間
に

は
、

原
則

的
に

連

関
性
が

見
ら

れ
な
い

。

当

時

非
常
に

流

行
し

て

い

た

筆
記

小
説
の

ス

タ

イ

ル

と

ま
っ

た

く

同

じ

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

無
系

統
的
に

著
述
し

て

い

く
ス

タ

イ
ル

は
、

の

ち
の

詩

話

書
に

圧

倒

的
に

多
く

見
ら

れ
、

『

滄
浪

詩

話
』

な
ど

は

む

し

ろ

例
外

的
で

あ

る
。

　

ま

た
、

「

資
閑
談
」

の

語

は
、

詩

論
や

詩

評
を

積
極

的
に

展

開

す
る

こ

と

を

意
図

し

た
の

で

は

な
く

、

ご

く

軽
い

気
持
ち
で

書
い

た

と

い

う
こ

と

を
表
し

て

い

る
。

　

『

続
詩

話
』

（

以
下
、

「

馬

話
」

と
よ

ぶ
）

に

も
小

序
が

あ

る
。

　

　

『

詩
話
』

尚

有
遺

者、

欧

陽
公

文

章

名
声
雖

不
可
及
、

然

記

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　
事
一

也
、

故
敢

続
書
之

。

　
つ

ま
り

、

欧
話
を

補
い
、

ま
た

そ

れ

に

続
け

て

書
い

た

と

い

う

も
の

で

あ

る
。

と

こ

ろ

で
、

こ

こ

で
一

つ

問
題
に

し

な

け

れ

ば

な

ら
な

い

こ

と
が

あ
る

。

そ

れ
は
、

司
馬

光
は

馬
話
を

、

欧

話
を

補

い

そ

れ
に

続

く
詩

話
書
と

し

て

書
い

た
の

か
、

そ
れ
と

も
欧

話
の
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話

題
を

補
い

、

そ

れ
に

続

く
筆

記
小
説
と

し

て

書
い

た
の

か

と

い

う

こ

と

で

あ

る
。

前

者
で

あ

れ

ば

馬

話
の

内

容
は

す
べ

て

詩

に

関

す
る

話

（

す

な
わ

ち

詩
話
）

で

な

け

れ

ば

な
ら

な
い

が
、

後
者
で

あ

れ

ば
、

欧

話

を
補
い

、

そ
れ

に

続

く
も
の

で

あ
れ

ば

詩

話
で

な

い

も
の

（

こ

れ

を
、

仮
に

「

非

詩
話
」

と

よ

ぶ

こ

と

に

す

る
）

が

混
入

し

て

も
よ

い

こ

と

に

な
る

。

　

馬

話
の

第
三

則

（

以
下
、

「

馬
話
3

」

と

い

う
よ

う

に

表
す
）

に

次
の

よ

う
に

あ
る

。

　

　

梅

聖
兪
之

卒
也

、

余
与

宋
子

才
選

、

韓
欽
聖

宗
彦

、

沈

文
通

　

　

遘
、

倶

為
三

司

僚
属

、

共

痛

惜
之

。

子

才
日

、

「

比

見

聖
兪

　

　

面

光

沢

特

甚
、

意
為

充
盛

、

不
知

乃

為

不

祥
也

。

」

時

欽
聖

　

　

面

亦

光

沢
、

文

通

指
之

日
、

「

次
至

欽

聖

矣
。

」

衆
皆
尤

其

　

　

暴
謔

。

不

数

日
、

欽

聖

抱
疾

而

卒
。

余

謂
文

通

日
、

「

君
雖

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
ゆ

　

　

不

為
呪

詛
、

亦
戯
殺

耳
。

」

此

雖
無

預

時
事
、

然
以
其

与
聖

　

　

兪
同

時
、

事
又

相
類
、

故
附

之
。

　

こ

れ
は

欧
話
7
の
、

　

　

鄭
谷

詩
名

盛
於

唐
末
、

号
『

雲
臺
編
』

、

而

世
俗
但

称
其

官
、

　

　

為

「

鄭

都
官
詩
」

。

其

詩

極

有

意
思

、

亦
多
佳

句
、

但

其

格

　

　

不

甚
高

。

以

其
易

暁
、

人

家
多

以
教
小

児
、

余

為

児
時
猶

誦

　

　

之
、

今

其
集
不

行
於

世
矣

。

梅
聖
兪
晩

年
、

官
亦
至

都

官、

　

　
一

日

会

飲
余

家、

劉

原
父

戯
之
日

、

「

聖

兪
官
必
止

於

此
。

」

　

　

坐

客
皆

驚
。

原
父

日
、

「

昔
有
鄭

都
官

、

今
有

梅
都

官
也

。

」

　

　

聖

兪
頗

不
楽

。

未

幾
、

聖

兪
病

卒
。

余
為
序

其
詩

為
『

宛
陵

　

　

集
』
、

而

今
人

但

謂
之

「

梅

都

官

詩
」

。

　
＝
言

之

謔
、

後

遂

　

　

果

然
、

斯
可

歎
也

。

に

続
く
も
の

と
し

て

書
か

れ
て

い

る

こ

と

が

明
確
で

あ

る
。

　
こ

の

件
に

つ

い

て
、

『

四

庫
提

要
』

の

「

続
詩
話
」

の

項
に

は
、

　

　
惟

梅
堯
臣

病
死
一

条

与
詩
無

渉
、

乃

載
之

此
書
則

不
可

解
。

と

あ
る

が
、

こ

れ
は
、

前

者
の

立

場
に

立

つ

も
の

で

あ

る
。

こ

れ

に

対
し

て

郭

紹
虞
は

『

宋
詩
話

考
』

に

お
い

て
、

　

　
則

是
温

公

之

続、

正

指
此

類
而

言
。

と

い

い
、

さ
ら

に

『

四

庫
提

要
』

は

『

続
詩
話
』

の

「

続
」

の

意

味
が

よ

く

解
っ

て

い

な
い

か

ら

だ
と

し

り

ぞ
け
て
い

る
。

郭

紹
虞

の

説

は
一

見
正

し

い

よ

う
に

思
え
る

が
、

も
し

も
そ
の

説
に

従
う

の

な

ら
、

欧
話
を

継
ぐ

も
の

で

あ
れ

ば

詩
話
・

非
詩

話
に
か

か

わ

ら

ず、

す
べ

て

馬
話
の

題

材
と
な
り

う
る

と
い

う
こ

と

に

な
り
、

可

能
性
と

し

て

は
、

か

な
り

の

数
の

非
詩
話
が

存
在
し

て

も

よ

い

こ

と

に

な

る

が
、

そ

の

よ

う
な

例
は

3
以

外
に

は
な
い

。

ま

た
、

「

此

雖
無
預

時
事
、

然
以
其

与
聖

兪
同
時
、

事

又

相

類
、

故
附
之
」

と

明
確
に

そ

れ

が

例
外
的
だ

と

述
べ

て

い

る
の

で
、

著
者
の

意
図

と

し

て

は
、

や
は

り

純
粋
の

詩

話
書

を
書
こ

う
と
し

た

こ

と

が

わ

か

る
。

　

『

中

山

詩

話
』

（

以
下

、

「

劉

話
」

と

よ

ぶ
）

に

は
、

前
二

書

に

見
ら

れ
た

よ

う

な
序
は

な
い

。

し

か

し
、

そ
の

書
名
が

欧
話
と

同
じ

く

『

詩

話
』

で

あ

る

こ

と
、

そ

し

て

そ

の

中
に

欧

話
・

馬

話

を

継

ぎ、

或
い

は

そ
れ

を

意
識

し

て

書
か

れ
た

則
が

多
く
見
ら

れ

る

と
こ

ろ

か

ら
、

そ
れ

ら

を

模
倣
し

て

著
し

た

書
で

あ

る
こ

と

は

確
か

で

あ
る

。

　

以
上

か

ら
、

欧
話
は

詩
に

関
す
る

話
を

「

資

閑
談
」

の

目

的
で

著
し

た

も
の

で

あ

り
、

馬

話
は

欧

話
に

継
ぐ
詩

話
書
を

著
そ

う
と

255
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し

た

の

で

あ

り
、

劉
話
は

欧
話
・

劉
話
の

よ

う
な
詩

話

書
を

念
頭

に

お
い

て

著
し

た

で

あ

ろ

う
こ

と

が

推

測
さ
れ

る
。

　

清
の

章
学

誠
は

『

文

史
通

義
』

「

詩

話
」

に

お
い

て
、

詩

話
を

「

論
詩
及

事
」

（

略
し

て

「

論
事
」

）

、

「

論

詩

及

辞
」

（

略
し

て

「

論

辞
」

）

の

二

類
に

分

類
し

た
。

こ

の

二

つ

の

語

は

そ
の

後

も

詩
話

を

論
ず
る

と

き

し

ば
し

ば

用
い

ら

れ
て

お

り
、

ま

た
こ

の

分
類
法

に

は

合
理

性
が

あ

り
、

今
な

お

有
効
で

あ
る

。

簡
単
に

言
え

ば
、

前

者
は

詩
に

関
す
る

話
題
を

客

観
的
に

記
録
し

た

も
の

で

あ

る
。

後

者
は

詩
に

関
す
る

こ

と

が

ら
を

め

ぐ
つ

て

主

観
的
な

意
見

を
述

べ

た

も
の

で
、

詩

論
・

詩
評
な

ど
が

こ

れ

に

相
当

す
る

。

　

次
に

、

欧
・

馬
・

劉
の

そ

れ
ぞ

れ

の

詩
話

書
に

お

い

て
、

「

論

事
」

の

詩

話
と

「

論

辞
」

の

詩
話
と

が
、

ど
の

よ

う
な

状
況

で

載

せ

ら

れ
て

い

る

か

見

て

み

る

こ

と

に

す
る

。

な
お
、

三

家
の

詩
話

書
の

則
数
は
、

そ

れ

ぞ

れ
二

十
八
、

三

十
一

、

六

十
六

で

あ
り
、

ほ

ぼ
、

一

対
一

対
二

の

比

率
に

な
る

。

則

の

長
さ

は
、

欧
話
で
の

最
短
は

六

十
七

字
、

最
長
は

三

百
二

十
四

字
、

馬

話
で

は

そ

れ

ぞ

れ
三

十
一

字、

四

百
二

字
、

劉
話
で

は
二

十
字

、

二

百

四

十
三

字

で

あ
る

。

ま

た
、

葉
数

を

『

歴

代
詩

話
』

本
に

よ
っ

て

見
る

と
、

欧

話
は

十
四

葉
の

前
半
ま

で
、

馬

話
は
十
「

葉
、

劉
話
は
二

十
三

葉
で

あ
る

。

　
ま

ず
、

詩

論
・

詩
評
に

わ
た

る

則

を、

そ

れ
ぞ

れ
の

詩

話
書
に

お
い

て

挙
げ
る

と
、

欧

話
で

は

34579810111213151618

1920212223242627

の

二

十
一

則
、

馬
話
で

は

2478141618

1923

の

九

則
、

劉

話
で

は

235789121617181921222426

284064

の

十
八

則
が

そ
れ
で

あ
る

。

　

こ

れ
ら
の

中
に

は
、

本

格
的
な

詩

論
あ

る

い

は

詩

評
で

は

な
く
、

話
の

つ

い

で

に

漏
ら

さ
れ
た

著

者
の

思
い

つ

き

に

近
い

も
の

も
あ

れ
ば

、

あ
る

詩

人
の

あ

る

詩
句

を
と
り

あ

げ
て

、

印
象
批
判

的
に

感

想
を

述
べ

た

程
度
の

も
の

も

含
ま
れ

て

い

る
。

む

し

ろ
、

そ
の

よ

う
な

も
の

の

方
が

多
い

と

言
っ

た

方
が

よ

い

で

あ

ろ

う
。

ま

た
、

「

論
事
」

と
「

論

辞
」

と
が

同
一

の

則
に

現
れ

る

こ

と

も
当

然
あ

り

う
る

。

い

ま
、

強
い

て

言
え
ば

詩

論
・

詩
評
の

範
疇
に

属

す
る

と

見
な
さ

れ
る

と
い

う
程

度
の

短
い

記

述
の

例
を

い

く
つ

か

を

示

そ

う
。

　

　

欧

話

　

　
4
「

此
詩

作
於

罅
俎
之

間
、

筆
力

雄
贍

、

頃
刻
而

成
、

遂

　

　

為

絶
唱

。

」

　

　
21
「

其
不
用

故
事

、

又

豈

不
佳
乎

。

」

　

　

馬

話

　

　
4
「

亦

為
時

人
所

伝
誦

、

誠

難

得
之

句
也

。

」

　

　
7

「

曲
尽

梅
之

体

態
。

」

　

　

劉
話

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
ゆ

　

　
3

「

雖

不
用

事、

意
思
宏
深

、

足

為
警
語
。

」

　

　
9

「

僕

以
謂
不

減

劉
長
卿

。

」

　
三

書
は

、

も
し

も
こ

れ
ら

を

詩

論
書
・

詩
評

書
と

見
よ

う

と

す

る

な
ら

ば
、

期
待
が

外

れ
る

で

あ

ろ

う
。

そ
し

て
、

A

二

つ

重

要

な
こ

と

は
、

後
世
の

詩

話
書
の

中
に

は
、

詩
論

書
・

詩

評
書
と

し
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て

純
化
さ

れ

た

も
の

が

多
く

見
ら
れ

る

よ

う
に

な
る

が
、

こ

の

三

家
の

詩

話

書
の

中
に

お

い

て

は

そ
の

変
遷
の

経

過
は

ま
っ

た

く

見

ら

れ

ず
、

む

し

ろ

逆
行
し

て

い

る

と

も
言

え

る

こ

と

で

あ

る
。

上

に

示

し

た

則
の

数

で

単
純
に

理

解

す
る
こ

と

は

危
険

で

あ

る

が
、

詩

論
・

詩

評
が

含
ま

れ

る

則
の

数
が
、

欧

話
で

は
71

％、

馬

話
で

は

29
％、

劉
話
で

は

27

％
と

い

う

比

率
も
、

あ

る

程

度
は

物

語
っ

て

い

る
。

こ

れ

に

詩

論
の

当

否
や

詩
評
の

質
を

考

慮
す
る

な

ら

ば
、

い

っ

そ

う
そ

の

感
を
強

く
す

る
。

つ

ま
り
、

欧

話
に

続
く
馬

話
・

劉
話
は
、

そ
れ

ぞ

れ
欧

話
を

意
識
し

つ

つ

も
文

学
論
・

文
学

批
判

と

し

て

の

深
化
と

い

う
こ

と

に

は

ほ

と

ん

ど

関
心
が

な
く
、

筆
記

小

説
の

特

殊
な
形

態
と

し

て

の

詩

話
書
を
、

た

だ

筆
の

向
く

ま

ま

に

著
し

た
の

だ

と．
言

え
よ

う
。

　

次
に

、

詩
論
・

詩

評
と

し

て

あ

る

程

度
ま
と

ま
っ

た

見

解
を
述

べ

る

も
の

を

示
そ

う
。

ま

ず
欧

話
か

ら

で

あ

る
。

　

　

12
聖

兪

常
語

予

日
、

「

詩

家
雖

率

意
、

而

造

語
亦

難
。

若

意

　

　

新
語
工
、

得
前
人

所
未

道
者
、

斯

為
善
也

。

必

能
状
難
写

之

　

　

景
、

如
在

目
前
、

含
不
尽

之

意
、

見

於

言

外
、

然
後

為
至

矣
。

　

　

賈
島

云
、

『

竹
籠

拾

山

果、

瓦

缺
坦

石

泉
。

』

姚
合
云
、

『

馬

　

　

随
山
鹿

放
、

鶏
逐

野

禽
棲

。

』

等
是

山
邑

荒
僻、

官
況

蕭
条
、

　

　

不

如

『

県
古

槐
根

出
、

官
清

馬

骨
高
』

為
工

也
。

」

余
日
、

　

　

「

語
之

工

者

固
如

是
。

状
難
写

之

景、

含
不

尽

之

意
、

何
詩

　

　

為
然

。

」

聖

兪

日
、

「

作
者

得

於
心
、

覧

者

会

以

意
、

殆

難

　

　

指
陳

以
言
也
。

雖

然
、

亦

可

略
道
其

髣
髴
、

若

厳
維
『

柳
塘

　

　

春
水

慢
、

花

塢
夕

陽

遅
』

、

則
天

容

時

態
、

融

和
駘

蕩
、

豈

　

　

不

如
在

目

前
乎

。

又

若
温

庭

箔
『

鶏

声
茅

店
月
、

人
跡

板
橋

　

　
霜
』

、

賈
島
『

怪

禽
啼

曠

野
、

落
日

恐

行

人
』

、

則

道

路

辛

　

　
苦

、

羈

愁
旅

思
、

豈
不

見

於
言

外
乎

。

」

　
こ

れ
は

、

欧

話
に

お

け

る

詩

論
と

し

て

最
も

密
度
の

高
い

も
の

で

あ

り
、

そ

の

後
の

詩
話

書
に

多
大

な

影
響
を

も
た

ら

し

た

も
の

で

あ

る
。

　
馬

話
で

純

粋
な
詩

論
・

詩
評
と

認
め

う

る

も
の

は

次
の

則
く
ら

い

で

あ

る
。

　

　
16

『

詩
』

云
、

「

膵

羊

墳

首
、

三

星

在

留
。

」

言
不

可

久
。

　

　
古
人

為
詩
、

貴
於

意
在
言

外
、

使
入

思
而

得
之
、

故

言
之
者

　

　
無
罪
、

聞
之

者
足
以

戒
也

。

近
世
詩

人
、

為

杜
子

美
最
得
詩

　

　
人

之

体
、

如
「

国
破
山

河
在

、

城
春

草
木

深
。

感
時

花
濺

涙
、

　

　
恨

別
鳥

驚
心
」

。

山
河

在
、

明
無

餘
物

矣
、

草

木
深

、

明
無

　

　
人
矣
、

花

鳥
、

平
時

可
娯
之

物
、

見
之
而

泣
、

聞
之
而

悲
、

　

　
則
時

可
知

矣
。

他
皆

類
此

、

不

可
偏

挙
。

　

劉
話
の

中
か

ら
、

し

ば

し

ば
そ

の

代
表
的
な

則
と

指
摘
さ

れ
る

も
の

を
挙

げ
て

み

よ

う
。

　

　
8
詩

以

意

為
主
、

文
詞

次

之
、

或

意
深

義
高

、

雖
文

詞

平
易
、

　

　
自
是

奇
作

。

世

効
古

人
平

易
句

、

而

不

得
其

意
義

、

飜
成
郡

　

　
野

可

笑
。

盧
全

云

「

不
即

溜
鈍

漢
」

、

非

其

意
義

、

自

可
掩

　

　
口

、

寧
可

効
之

耶
。

韓
吏
部

古
詩

高
卓

、

至

律

詩
雖

称
善

、

　

　
要
有
不

工

者
、

而

好

韓
之

人
、

句
句

称
述
、

未

可
謂

然
也

。

　

　
韓
云
、

「

老

公

真

箇

似
童

児
、

没

井
埋

盆

作
小

池
。

」

直

諧

　

　
戯
語

耳
。

欧

陽
永

叔
、

江

隣

幾

論

韓
「

雪
詩
」

、

以

「

随
車

　

　
翻
縞
帯

、

逐

馬

散
銀

杯
」

為
不

工
、

謂
「

拗
中

初
蓋
底
、

凸

　

　
処

遂

成

堆
」

為
勝、

未
知

真

得

韓
意

否
也

。

永

叔
云

、

「

知
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聖

兪
詩

者
莫
如

某
、

然
聖

兪

平
生

所
自

負
者

、

皆
某

所
不

好、

　
　

聖

兪

所

卑
下

者
、

皆
某

所
称

賞
。

」

知

心

賞
音
之

難
如

是
、

　
　

其

評
古

人
之

詩
、

得
無

似
之
乎

。

　
こ

れ
は

、

か

な
り

著
者
の

見

解
が

よ

く
あ
ら

わ

れ
て

い

る

則

で

あ

る
。

と

こ

ろ

で
、

私
は

こ

こ

に

見
え
る

欧

陽
修
あ

る
い

は

欧

話

批

判
に

注
目
し

て

み

た
い

。

「

永
叔
云
」

は

欧
話
20
に
、

　
　

晏
元
献
公

文
章

擅
天

下
、

尤
善

為
詩

、

而

多
称
引

後
進、

一

　
　

時

名
士

往
往
出
其

門
。

聖

兪
平
生

所

作
詩

多
矣

、

然
公

独

愛

　
　

其

両

聯
、

云
、

「

寒

魚

猶

著
底

、

白

鷺

已

飛

前
。

」

又

「

絮

　
　

暖

觜
魚

繁
、

鼓

添

蓴
菜

紫
。

」

余

嘗

於

聖

兪
家
見

公

自

書

手

　
　

簡
、

再
三

称

賞
此
二

聯
。

余

疑
而

問
之

、

聖

兪
日

、

「

此

非

　
　

我

之

極
致

、

豈
公

偶
自

得

意
於

其

間
乎

。

」

乃

知

自

古
文
士

　
　

不

独
知
己

難

得、

而
知

人
亦

難
也

。

と

あ
る
の

を
ふ

ま
え

て
、

欧

陽
修
に

鑑

賞
眼
が

な
い

こ

と

を
皮

肉

っ

て

い

る
。

こ

の

よ

う
に
、

欧

話
を

批
判

す
る

則
は

劉
話
に

多

見

す

る
。

別
の

例
を
示

そ
う

。

劉

話
2
に

、

　
　

劉
子

儀

贈
人

詩

云
、

「

恵

和

官
尚

小
、

師

達

禄

須

干
。

」

取

　
　

柳
下
恵

聖
之

和、

師

也
達

、

而
子

張

学
干

禄
之

事
。

或
有

除

　
　

去

官
字
示

人

日
、

「

此

必

番
僧

也
、

其

名

達

禄

須

干
。

」

聞

　
　

者
大

笑
。

詩

有
詩
病

俗

忌、

当

避
之

。

此

偶
自
諧
合、

無

若

　
　

軽

薄
子

何
、

非

筆
力

過
也

。

と
あ

る
。

こ

れ

は
、

欧

話
21
に
、

劉
笏
に

つ

い

て

「

蓋

其
雄
文

博

学
、

筆
力
有

餘
、

故
無

施
而
不

可
」

と

あ

る
の

を

意
識
し
、

そ

れ

を

暗
に
皮

肉
っ

て

い

る
の

で

あ

る
。

た

だ

し
、

劉

斂
が
「

師
也
達
」

と

い

う
の

は

『

論
語
』

先
進
の

「

師
也

辟
」

を

誤
っ

て

記

憶
し

て

い

た

も
の

で

あ
る

。

こ

の

よ

う

な

誤
謬

は

劉
話
に

特
に

多
く
、

す

で

に

先
人
に

よ
っ

て

指

摘
さ
れ

て

い

る
。

そ

れ
は

と

も

か

く
、

何

ら

か

の

意
味
で

欧

話
に

批
判
的
な

則
で

、

上

の

二

例
以

外
の

も

の

を

次
に

挙
げ
る

。

　
　

7

「

人

多
取

佳
句
為

句
図
」

の

則

は
、

欧
話
12
で

欧

陽
修
が

　
　

激

賞
し

た

厳

維
の

「

柳
塘

春
水
慢

、

花

塢
夕

陽
遅
」

に

は

欠

　
　

点
が

あ
る

こ

と

を

指
摘
し
、

杜
甫

の

「

深
山

催
短

景
、

喬

木

　
　

易

高
風
」

な
ど

の

方

が

完
璧
だ

と

い

う
。

　
　

12
「

李

絢
公

素
有
詩

贈
同
姓
人

日
」

の

則
は

、

欧

話
16
の

「

賤

　
　

工

末
芸

得

所
附
託
、

乃

垂

於

不

朽
」

を

と

ら

え

て

皮
肉
っ

た

　
　

も

の

で

あ
る

。

　
　

17

著
者
は

、

欧
陽

修

が

杜

甫

を

好
ま
な

か

っ

た

と

考
え

て

い

　
　

た

の

で
、

例
を

引
い

て

欧

陽
修
の

矛
盾
を

つ

い

て

い

る
。

　
　

18

「

孟

東
野

詩
、

李
習
之

所
称
」

の

則
は

、

欧
話

19
に

韓

孟

　
　

の

聯
句
が

傑

出
し

た

も
の

だ

と

あ

る
の

に

対

し

て
、

孟
の

作

　
　

は

韓
愈
が

潤
色

し

た

も
の

だ

と

い

う
説
を

挙
げ

る
。

　
　

22

「

管

子

日
、

『

事
無

終

始
、

無

務

多
業

。

』
」

の

則
は

、

欧

　
　

話
11
で

晩
唐
の

周

朴
が

詩

作
に

苦
心
し

た

こ

と

を

述
べ

る

の

　
　

に

対
し
、

杜
甫

も

そ
う
で

あ
っ

た

と

い

う
。

な
お
、

「

事
無

　
　

終

始
、

無
務

多
業
」

は

『

管
子
』

で

は

な

く

『

孔

子

家
語
』

　
　

の

語
で

あ

る
。

　
こ

れ

ら

か

ら

わ
か

る

よ

う

に
、

劉
話

に

見

え

る

詩

論
・

詩
評
は

欧

話
を

意
識
し

て
、

そ

れ

に

異

を

唱
え

る

も
の

が

多
く

含
ま

れ

て

い

る
。

し

か

も
、

単
な
る

思
い

つ

き
程

度
の

も

の

や

印
象

批
判
的

な

も
の

で

は

な

く
、

ど
ち

ら
か

と

い

う
と
、

（

論
拠
に

誤
謬

が

あ
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る

こ

と

は

多
い

に

し

て

も
）

理

路
整

然
と
し

た
手

堅
い

則
に
そ

れ

が

多
く

見
ら

れ
る

。

爾
後、

詩

話

書
は

、

単
に

話

題
を

継
承

す
る

ほ

か

に
、

先

行

す
る

説
に

対
す

る

批
判

・

反
批
判
を

重
ね
て

い

く

こ

と
に

な
る

が
、

そ
の

最
初
は

劉

話
で

あ

る

と
い

う
こ

と

が

で

き

る
。

馬
話
は

そ
の

小

序
に

見
た

よ

う
に

、

欧

陽
修
に

対
し

て

非
常

に

謙
虚

な

姿
勢

を
示
し

て

い

る

の

で
、

欧

話
に

対
し

て

批
判
的
な

立

場
を

示
す

則
が

見
ら

れ

な
い

の

は

当

然
で

あ
ろ

う
。

　
三

書
に
つ

い

て

「

論

事
」

の

状
況

、

す
な
わ

ち

客
観
的
な
こ

と

が

ら

が

ど
の

よ

う
に

記
述

さ

れ
て

い

る

か

を

見
て

み

る
。

そ

れ
に

は
、

詩

話
に

現
れ
た

考

証
と
い

う

側
面

か

ら

分
析
す
る

こ

と

も
一

つ

の

方

法
で

あ
ろ

う
。

詩
話

書
に

お

け

る

考
証

に

は
二

方
面
が

あ

る
。

そ
の
一

つ

は

他
の

文

献
な

ど

を

論

拠
と

し

て

詩
句
の

解
釈

、

詩

人
の

伝
記

、

文

字
の

異
同
、

音

韻
・

俗
語
・

方
言
な
ど

を

考
証

す
る

も
の

で゚

あ

る
。

他
は

逆
に

詩

句
を

論
拠
と

し

て

歴

史
的
事
実

な
ど

を

考
証

す
る

も
の

で

あ
る

。

前
者
は

詩
に

密
着
し

た

も
の

で

あ

る
か

ぎ
り

、

詩

話
と

し

て

何
ら

違
和

感
が

な
い

。

後
者
は

詩

学

を

中
心

と

し

た

立

場
か

ら

は

雑

学
に

属

す
る
の

で
、

詩

話

書
に

載

る

の

が

不
自
然
と

言

え
な

く
も

な
い

。

　

ま
ず

、

他
の

文

献
な
ど

を

論
拠
と

し

て

詩

句
・

詩
人

な
ど

に
つ

い

て

考

証
す
る

も
の

を
、

詩
話

書
ご

と

に

挙
げ
る

。

　

　
欧

話

　

　
1

李
文
正

公

「

永

昌

陵
挽
歌

辞
」

の

「

奠
玉

五

回

朝
上

帝
」

の

「

五
」

は

「

三
」

の

誤

り

で

あ

る

こ

と

を

考
証

す

る
。

17

李
白
「

戯

杜
甫
」

の

「

借
問
別

来
太

痩
生
」

の

「

生
」

は
、

唐
人
の

俗
語
で

あ

る

こ

と

な

ど

に
つ

い

て

考
証
す

る
。

25
王

建
「

霓

裳
詞
」

の

「

聴

風
聴
水

作
霓
裳
」

の

意
味
が

わ

か

り
に

く
い

こ

と

を

指
摘
す

る
。

馬
話

5

韓
欽

聖
「

勲

門
賜

立

戟
詩
」

の

文

字
の

異

同
を
指

摘
す
る

。

劉
話

6
王

禹
僻
の

こ

江
豚
詩
」

な

ど

に

込

め

ら
れ

た

譏
り
の

意
を

解
明

す
る

。

15
李

商
隱
の

「

錦
瑟
詩
」

の

意
味
に
つ

い

て

の

説
を

挙
げ
る

。

18
孟

郊
の

詩

集
が

編

集
さ
れ

た
過

程
に

つ

い

て

考
証

す
る

。

20
白

居
易
の

詩

句
「

請

銭
不

早
朝
」

の

「

請
」

の

字
な

ど

に

つ

い

て

考
証

す
る

。

32
方

言
に

用
い

ら

れ

る

文

字
「

旗
」

「

蒸
」

「

塵
」

な

ど

に

つ

い

て

考
証

す
る

。

40
李
黝
の

詩
と

さ

れ
る

も
の

に
つ

い

て

真

偽
を

考
証

す
る

。

43
唐
人
は

「

互
」

を
「

守
」

と

書
き

、

そ

れ

が

「

牙
」

に

誤

っ

た
こ

と
な
ど

を

考
証

す
る

。

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

 

45
欧

話
が

不
明
と

し

た

「

末

厥
」

の

意
味
を

考
証
し
、

さ
ら

に

他
の

俗
語

に
お

よ

ぶ
。

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

52
杜
甫
の

「

功

曹
無
復
歎
蕭

何
」

の

句
は

史

実
と

し

て

誤

り

で

あ
る

こ

と

を
、

文
献
を

挙

げ
て

考
証

す
る

。

54
宋

次
道
「

次

西
都
詩
」

の

野
狐

落
は

、

唐

代
に

宮

人
の

居

住
し

て

い

た
と

こ

ろ
で

あ
っ

た
こ

と

い

う
。
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58

「

也
」

字
の

音
が

「

夜
」

で

あ

る

こ

と

な
ど

に

つ

い

て

考

　

　

証
す
る

。

　

45
は

、

欧

話
17
に

お

い

て

陶

穀
の

「

尖

簷
帽

子

卑
凡

廝
、

短

黝

靴
児

末
厥

兵
」

の

「

末

厥
」

の

語

が

当
時

の

俗

語

ら

し

い

も
の

の

意
味
が

不

明
で

あ

る

と

し

て

い

る

こ

と

に

対
し

て

解
決

を
与
え

、

さ
ら

に

別
の

俗
語

の

解
釈
も

添
え

い

る
。

ま

た
、

52
の

「

曹
参

嘗

為
功

曹
、

而

杜
詩
云

『

功

曹
無

復
歎

蕭
何
』

、

誤

矣
」

に
つ

い

て

は
、

『

四

庫

提
要
』

以

来
、

そ
の

非
が

指
摘
さ

れ
て

い

る
。

　

次

は
、

詩

句
を

論
拠

と

し

て

歴

史
的

事
実
な

ど

を

考
証

す
る

も

の

で

あ

る
。

　

　

欧
話

　

　
3
京

師
・

西

京
の

士

大
夫
た

ち
の

勤
務
の

様
子

が

詩
に

現

れ

　

　
て

い

る

こ

と

を

言
う

。

　

　
16
王

建

の

「

宮
詞
」

に

よ
つ

て

滕
王

元

嬰
が

峽

蝶
の

絵
に

巧

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

み

だ
っ

た

こ

と
が

わ

か

る

こ

と

を

言
う

。

　

　

馬
話

　

　
1
文

徳
殿
に

朝
す
る

朝
士

の
一

人
が

、

そ

の

辛
い

生

恬
の

様

　

　

子

を

詩

に

歌
っ

て

い

る

こ

と

を
言

う
。

　

　
30
杜

甫
の

墓

が
、

耒
陽
か

ら

鞏
県
に

改

葬
さ
れ

た

状
況
に
つ

　

　
い

て
、

鄭
文

宝
の

詩
に

よ
っ

て

考

証
す
る

。

　

　
31
韓

幄
の

詩

に

よ
っ

て

過

馬
庁
に
つ

い

て

考
証
す

る
。

　

　

劉
話

　

　
25
蹴

鞠
に

使

う

鞠
の

製
法

を
、

詩
文
な
ど

に

よ
っ

て

考
証

す

　

　

る
。

　

　
34
泗

州

塔
の

下

に

僧
の

遺

骸
が

蔵
さ
れ

て

い

る

こ

と

を
、

韓

　

　
愈
の

詩

な
ど
に

よ
っ

て

考
証

す
る

。

　

　
35
伝

書
鳩
や
、

手

紙
を

届
け

る

黄
耳

と
い

う
「

神

犬
」

に

つ

　

　
い

て

考
証
す

る
。

　

　
48
歌

舞
飲
酒

に
つ

い

て
、

張

説
や

李
白
の

詩
に

よ
っ

て

考
証

　

　
す
る

。

　

　
62
唐

人
の

酒

令
に
つ

い

て
、

韓

愈
や
白
居

易
の

詩

に

よ
っ

て

　

　
考
証

す
る

。

　
こ

れ

ら

は
、

詩

句
は

引
用
さ

れ
て

い

る

が
、

そ
れ

は

雑

学
の

資

料
に

用
い

ら
れ
て

い

る

に

過
ぎ

な
い

と

言
っ

て

も
よ
い

。

た

だ
、

欧

話
の

二

則
に
つ

い

て

は

少
し

く
考

察
を
加
え

る

必

要
が

あ

る
。

3
は
、

単
に

詩
に

よ
っ

て

両
京
の

様

子
が

う
か

が

わ
れ

る

と

い

う

だ

け
で

は

な
く
、

そ

の

詩
が

当
の

士

大
夫
に

よ
っ

て

書
き

残
さ

れ

た

と

い

う

こ

と
、

さ

ら
に

そ
の

詩
の

評
価
ま

で

「

其
語
雖

浅
近
、

皆
両
京

之

実

事
也
」

と

い

う
よ

う
に

添
え
ら

れ
て

い

る
。

こ

の

則

を

模
倣
し

た

馬

話
1
に

は

評
価
の

語
は

な

い
。

16
の

「

宮

詞
」

は
、

そ

れ

に

よ
っ

て

滕
王

元

嬰
の

こ

と

が

わ
か

る

と

言
っ

て

い

る

の

で
、

こ

の

部

分
は

単
な
る

絵

画
史
に

関
す
る

こ

と
の

よ

う
に

受
け

取

ら

れ

る

が
、

こ

の

則

は
、

他
の

同

様
の

例
も
挙

げ
、

結
論
は
「

当

時

山
林
田

畝
、

潜

徳
隠

行
君

子
、

不

聞
於

世
者
多

矣、

而

賤
工

末

芸

得
所

附
託

、

乃

垂

於

不
朽
、

蓋

其
各
有

幸
不

幸
也
」

で

あ
っ

て
、

詩

人

に

よ
っ

て

さ
ま

ざ
ま

な

技
芸
を

も
つ

人
物
の

こ

と

が

後
世
に

伝
わ

る
こ

と

が
あ

る

と

い

う
、

詩
の

効
用

を
述
べ

た

も
の

で

あ
る

。

し

た

が

っ

て
、

則
全

体
か

ら

見
れ
ば

詩
と
の

関
連

性
は

極
め

て

強

い

も
の

と

い

え

る
。

こ

れ

ら
に

は
、

純
粋
な

詩
話

書
を

著

述
し

よ

う

と

す
る

著

者
の

立

場
が

あ

ら
わ

れ
て

い

る

と

言
っ

て

よ

い
。
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馬

話
30
の

杜
甫
の

墓
に

関
す
る

考

証
は
、

詩

人
の

伝
記
の

考
証

で

も
あ

る
の

で
、

詩
話
以

外
の

雑
学
と

も

言
え
な

い

側
面

は

あ

る
。

そ
し

て
、

1
は

欧
話
3
を

継
承
す

る

も
の

で

あ
っ

た
。

31
が

雑
学

に

近
い

と

言
え
る

。

　

以
上

は

考
証
と

い

う
側

面
か

ら
の

考
察
で

あ
っ

た
。

そ
の

量

に

お
い

て
、

劉
話
が

他
を

大
き

く

引
き

離
し

て

い

る

こ

と

が

指

摘
さ

れ
る

。

そ
の

理
由

に
つ

い

て

は
、

た

ん

に

劉
敬
の

性
格
に

よ

る

と

か
、

歴

史
学
者
で

博

学
で

あ
っ

た
か

ら
と

い

う
だ

け
で

は

な
い

。

欧
陽
修
も
司

馬

光
も
歴

史
学

者
で

あ
っ

た
か

ら
、

そ
の

よ

う
に

考

え

る
の

は

説

得
力
と

し

て

は

薄
弱
で

あ
る

。

こ

の

件
に
つ

い

て

は

後
に

考
察
し

た
い

。

　

次
は

単
に

事
実
を

伝
え

る
詩

話
に
つ

い

て

見
て

み

よ

う
。

こ

れ

に

は
、

詩

人
の

逸
事
、

詩
壇
の

動
向

、

警
句
や

特
徴

的
な

詩

句
な

ど

を

述
べ

る
も
の

が

含
ま

れ

る
。

警

句
や

特
徴
的
な

詩
句
を

紹
介

す
る

も
の

は
、

簡

単
な

解
説

を
と

も
な

う
も

の

と

す
る

。

む
ろ

ん
、

詩

論
・

詩

評
に

わ

た

る

則
は

含
ま
な

い
。

す

る
と

こ

れ
に

相
当

す

る

も

の

は
、

欧

話
で

は

261428

の

四

則
、

馬
話
で

は
6121315

17202122242526

の

十
一

則
、

劉
話
で

は

10H12141623272930

3133394446475055606365

の

二

十

則
が

そ

れ
で

あ

る
。

　
こ

の

中
か

ら
、

欧

話
2
を

例
と

し

て

示
す

。

　
　

仁

宗

朝
、

有
数

達
官
、

以
詩

知

名
。

常

慕
「

自

楽
天

体
」

、

　
　

故

其
語

多
得
於

容
易

。

嘗
有
一

聯

云
、

「

有
禄
肥

妻

子
、

無

　
　

恩

及

吏
民

。

」

有
戯

之

者
云
、

「

昨
日

通

衢

遇
一

輜

輯

車
、

　
　

載
極

重
、

而

羸
牛

甚

苦
、

豈

非

足

下

『

肥

妻

子
』

乎
。

」

聞

　
　

者
伝
以

為

笑。

　

白

居

易
に

倣
っ

て

平
易
な

詩
を

作
り

、

得

意
に

な
っ

て

い

た

高

官
が
、

自

分
が

訴
え
よ

う
と

し

た

の

と

は

ま
っ

た

く
別
の

意
味
に

解
釈
さ

れ
、

笑
い

も
の

に

な
っ

た

と

い

う
、

欧
話
の

中
で

最
も

笑

話
的

要
素
の

強
い

則
で

あ
る

。

し

か

し
、

単
な

る

諧
謔
で

は

な

く
、

白
楽
天

体
に

対

す
る

著
者
の

批
評

が

込

め

ら
れ

て

い

る

と

見
る
こ

と

が

で

き
る

。

　

ま
た

欧

話
14
は

、

呂

蒙
正

が

作
っ

た
「

挑
尽

寒

燈
夢
不

成
」

の

句
が

胡
旦

に

笑
わ

れ
た

こ

と

が

記

さ

れ
て

い

る
。

こ

の

句
に

対
す

る

胡
旦

の

嘲
り
を

紹
介
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

呂
蒙
正

の

詩

が

白

楽
天

体
で

あ
っ

て
、

そ

れ
に

対
す

る

欧
陽

修
の

批

判
を

込

め

た

こ

と

が

読
み

と

れ

る
。

　

さ
ら

に

欧

話
6

を
掲
げ
て

み

る
。

　

　

呉

僧
賛

寧、

国
初

為
僧
録

。

頗

読
儒

書
、

博
覧
強

記
、

亦

自

　

　

能
撰
述

、

而

辞
辯

縦
横
、

人

莫

能
屈

。

時

有
安
鴻

漸
者
、

文

　

　

詞

雋
敏

、

尤

好
嘲

詠
。

嘗

街
行
遇

賛

寧
与
数

僧
相

随
、

鴻

漸

　

　

指
而

嘲

日
、

「

鄭
都
官

不

愛

之

徒
、

時

時

作
隊

。

」

賛

寧

応

　

　

声

答
日

、

「

秦

始

皇

未

坑

之

輩
、

往

往

成

群
。

」

時

皆

善
其

　

　

捷

對
。

鴻

漸
所

道
、

乃

鄭
谷

詩
云
、

「

愛
僧
不

愛

紫
衣

僧
」

　

　

也
。

　

こ

れ

も
単
な

る

笑
話
の

よ

う

で

は

あ
る

が
、

鄭
谷

の

詩
が

人

口

に

膾
炙
し

て
い

た

こ

と

の

証

明
と

も

と

れ
、

ひ

い

て

は

欧
陽

修
自

身
に
、

鄭
谷
の

詩
の

価
値
を

広

く

知
ら

し

め

た
い

と
い

う
意

図
が

あ
っ

た

と

も
読
み

と

れ

る
。

し

た

が

っ

て
、

文

章
の

中
に

著

者
の

評
価
を

示

す
語

が

あ
る

か

否

か
の

み

を

も
っ

て
、

た

だ

ち

に

詩

評

の

要
素
が

あ

る
か

ど

う
か

を

判
断
す

る

こ

と
は

困
難
で

あ
る

。
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次
に

、

前

後
に

説

明
的
な

要

素
を
ま
っ

た

く
も

た

ず
に
、

単
に

警
句
な
ど

の

紹
介
を

す
る
の

み
の

則
を

挙
げ
て

み

る
。

こ

れ
に

相

当

す
る

も

の

は

欧
話
に

は

な

く
、

馬

話
に

は

9101127

の

四

則

が

あ
り

、

劉

話
に

は

141337384149515357

の

十
則

が

あ
る

。

　

馬
話
9
は

次
の

通
り

で

あ
る

。

　

　

丁

相
謂

善

為
詩

、

在
珠

崖
猶
有
詩

近
百

篇
、

号
『

知

命
集
』

、

　

　

其

警
句

有
「

草
解
忘
憂
憂
底

事
、

花
能

含

笑

笑
何

人
」

。

少

　

　

時

好
蹴

胸、

長
韻
其
二

聯
云

、

「

鷹
鶻
騰
双

眼
、

竜

蛇

繞
四

　

　

肢
。

躡
来
行

数
歩
、

蹉

後
立

多
時

。

」

　

ま
た
、

劉
話
4
は

次
の

通
り

で

あ

る
。

　

　

景
祐

末
、

元

昊
叛
、

夏
鄭
公

出

鎮

長
安
、

梅
送

詩

日
、

「

亜

　

　

夫
金
鼓

従
天

落、

韓
信
旌

旗
背
水

陳
。

」

時
独

刻
公

詩
於
石

。

　

馬

話
9
に

は

「

警
句
」

の

語
が

あ

り
、

劉
話
4
に

は

客

観
的
事

実

と
し

て

の

「

時

独
刻
公

詩
於

石
」

が

あ

る

が
、

著
者
自

身
の

詩

に

対

す
る

評
価
の

語
は

な

い
。

し

か

し

な

が

ら
、

取
り

あ
げ
た

こ

と

で
、

消

極
的
で

は

あ
る

が
、

著

者
の

評

価
が

反
映

さ

れ
て

い

る

と

見
る

こ

と

も
で

き

る
。

　
と

こ

ろ

で
、

先
に

馬

話
3
が

非
詩

話
で

あ
る

こ

と

は

指

摘
し

た

が
、

そ

の

ほ

か

に

宗
袞
の

言

語
の

巧
み

さ

を
記

し

た
29

も
こ

れ
に

属

す

る
。

『

四

庫

提

要
』

で

は

『

凍
水

記

聞
』

か
ら

の

混

入

が

あ

つ

た

か

も
し

れ

な
い

と

指
摘

す
る

が
、

そ

れ

は

3
の

方
に

つ

い

て

で

あ
っ

て
、

29
へ

の

言
及

は

な
い

。

逆
で

な

け
れ

ば
な

ら

な
い

。

　

劉
話
に

は

非
詩
話

が

さ
ら

に

多
く

、

六

則

を

数
え

る
。

　

　
36
（

築
城
法
）

、

42

（

言

語

の

巧

み

さ
）

、

45
（

俗

語
の

解

　

　
釈
）

、

56
（

何

仙

姑
の

事

跡
）

、

59
（

言
語

の

巧
み

さ
）

、

66

　

　

（

李
士

寧
の

事
跡
）

　

こ

の

う
ち

42
を

紹
介
す
る

。

　

　

員
外

郎
上

宮

泌
嘗

勧
石

少

傅
中
立

慎
緘

、

石

勃

然
日

、

「

上

　

　

官
泌
如

下
官
口

何
。

」

　

あ
た

か

も

『

世
説
新

語
』

言
語
篇
で

も

読
ん

で

い

る

よ

う
な

趣

で

あ
る

。

　

ま
た
、

則

の

前

半
は

詩
話
で

あ

る

が
、

後
半
は

前
半

と

は

ほ

と

ん

ど

関
係
の

な
い

非
詩

話
で

あ
っ

た

り

す
る

も
の
、

あ
る

い

は
、

強
い

て

見
な

せ

ば

詩
話
と

見

な

せ

な
い

こ

と

も
な
い

と
い

っ

た

程

度
の

も

の

も

あ

る
。

こ

れ

は

馬

話

に

も
あ

る
。

　

　

馬

話
6

（

鮑
当
の

逸

事
）

、

28
（

初
学

記
に

関
し

て
）

　

　

劉
話
25
（

蹴
鞠
に

つ

い

て
）

、

32
（

方

言
「

旗
」

「

蒸
」

「

塵
」

　

　

な
ど

）

、

33

（

言

語
の

巧

み

さ
）

、

35
（

伝
書

鳩
・

犬
の

「

黄

　

　

耳
」

）

　

馬
話
6
は
、

欧

話
28
の

「

采

侯
詩
」

を
継
ぐ

話
と

し

て

紹
介
し

た

あ

と
、

つ

い

で

に

笑

話
に

及

ん

だ

と
い

う
性

格
の

も
の

で

あ
る

。

　

馬

話
28
は

次
の

通

り

で

あ
る

。

　

　

唐

明
皇

以
諸
王

従
学
、

命

集
賢
院

学
士

徐

堅
等

討
集

故
事、

　

　

兼

前
世
文

辞
、

撰
『

初
学
記
』

。

劉

中
山

子

儀

愛
其
書
、

日
、

　

　

「

非
止

初
学

、

可

為
終

身
記

。

」

　

『

初

学
記
』

は

詩

語
を

選
ぶ

た

め

の

書
と

し

て

作
ら

れ
た
も
の

で

あ

る

か

ら
、

詩
話
と

無
関

係
で

は

な
い

が
、

牽
強
付

会
の

感
を

免

れ
ま

い
。

　

以

上

か

ら
、

馬
話
は

欧
話

に

比
べ

て

詩

話
書
と
し

て
の

純
粋
性

に

欠
け

て

い

る

と

言
え

る
。
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さ
て

、

劉

話
に

は

な
ぜ

こ

れ

ほ

ど

非
詩

話
が

多
い

か
、

そ

の

理

由

と

し

て

は

次
の

よ

う

な

こ

と

が

考
え
ら

れ
る
。

そ

れ

は
、

欧

陽

修
に

は

筆
記
小

説
と

し

て
『

帰
田

録
』

が

あ
り

、

司

馬
光
に

は
『

凍

水

記
聞
』

が

あ

る

の

で
、

非
詩
話
を

詩
話

書
に

載
せ

る

必

要
が

な

か

っ

た
の

に

対
し

、

劉
斂
は

筆
記
小

説
を

著
さ

な
か

っ

た
の

で
、

詩

話
書
の

中
に

雑

学
を

ま

じ

え

た

と

推

測
す
る

の

で

あ

る
。

劉

話

の

中
で

も
後

半
部
に

非

詩

話
が

多
い

の

は
、

劉
斂
自

身
も

詩
話

書

に

雑
学
が

混

入

す

る

の

を

適
当
で

な

い

と

考

え

た

か

ら

で

あ

ろ

戸
つ

。

　

ま

た
、

先

に

指

摘
し

た
、

詩

句
を

論
拠
と

し

て

歴

史
的

事
実

な

ど

を
考

証
す

る
則

は
、

詩

話
と

し

て

致

命
的
な

問
題

は

な
い

も
の

の
、

劉
話
で

そ

れ
に

相

当

す

る

25
（

蹴

鞠
）

、

34
（

泗

州

塔
）

、

35

（

伝
書
鳩
な

ど
）

、

48
（

歌

舞
飲
酒
）

、

62
（

酒

令
）

は
、

い

ず
れ
も

典
型

的
な

雑
学
で

あ

る
。

こ

れ

ら

も

劉
斂
に

筆

記
小
説

が

あ

れ
ば

そ
れ

に

記

載
さ
れ

た

可

能
性

の

あ

る
も

の

で

あ

る
。

　

非
詩

話
あ

る
い

は

非

詩
話
に

近
い

則
の

な
か

で

諧
謔
に

わ

た

る

425933

も、

そ
れ

ら

と

同
一

視
し

て

よ

い

で

あ
ろ

う
。

四

　
こ

こ

で

は

三

家
の

詩

話
書
に
つ

い

て
、

取
り

あ
げ
ら

れ

た

テ

ー

マ

と

い

う
観

点
か

ら

検

討
し

て

み

る
。

　

諧
謔
に

わ
た

る

こ

と

が

ら
、

あ

る

い

は

人

物
の

逸

事
は
、

筆
記

小

説
に

見
え

る
特

徴
的

な
テ

ー

マ

で

あ
る

が
、

こ

れ

ら

が

三

家
の

詩

話
書
で

は

ど

う

な
っ

て

い

る

か

見
て

み

よ

う
。

な

お

逸
事
は

、

こ

こ

で

は
、

単
に

あ
る

人

物
が

こ

の

よ

う

な
こ

と

を

言
っ

た

と

い

う

程
度
の

も
の

で

は

な

く
、

人
物

の

特

徴
あ

る

事
跡
を

描
い

た

も

の
、

興
味

深
い

対
話
に

重

点
が

お

か

れ

て

い

る

も
の

な

ど
、

小
説

的
な

ふ

く

ら

み

を
も
つ

も
の

と
限

定
す
る

。

ま

ず
、

諧
謔
に

わ

た

る

こ

と

が

ら

を

も
つ

則
は
、

欧

話
で

は

26141527

の

五

則、

馬

話

で

は
2619

の

三

則
が
、

そ

し

て

劉
話
で

は

2112729303339

4142445963

の

十
二

則
が

そ

れ

で

あ
る

。

そ

し

て
、

人

物
の

逸
事

に

関
す
る

も
の

は
、

欧
話

で

は

26789142024

の

八

則、

馬

話
で

は

35681215192021222425

の

十
二

則
が
、

そ

し

て

劉

舌
σ

ま

5014673467901946705903

　

　
−

　
11111222223334445

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ρ
06

量
口
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

55

646566

の

二

十
五

則
が

そ

れ
で

あ

る
。

　
こ

う

し

て

見
る

と
、

三

書
と

も
特
に

差
異

は

な
く
、

筆
記
小

説

的
要
素

を
十

分
に

備
え
て

い

る

と

言
っ

て

よ

い
。

志

人
小

説
的

要

素
を

含
む

も
の

も

多
い

。

と
こ

ろ

で
、

隠

逸
を

テ

ー
マ

と

し

た

も

の
、

神

異
に

わ

た

る

も
の

と

な

る

と

様
相
が

異
な
る

。

隠
逸
を

好

ん

で

紹
介
す
る
の

は

馬
話
で

あ
り
、

7
（

林
逋
）

、

8
（

魏
野
）

、

13
（

韓
退
）

、

17

（

劉
概
）

、

20
（

楊
朴
）

、

25

（

范

景

仁
）

、

26

（

劉
諷
）

の

七

則
を

載
せ

て

い

る
。

欧
話
・

劉
話
か

ら

は

見
出

し

が

た

い
。

一

方
、

神
異
に

わ
た

る

も
の

は

劉

話
に

あ

り
、

14
（

呂

洞

賓
）
、

24
（

王

綸
の

女
）

、

35

（

神

犬

「

黄

耳
」

）

、

50

（

石

曼

卿
）

、

56

（

何

仙

姑
）
、

65
（

張
無

夢
）
、

66

（

李
士

寧
）

の

七

則

を

数
え

る
。

こ

の

中
の

50
の

石

延
年
は

欧
話
24
に

も

見
え
る

。

た

だ

し

欧

話
で

は
、

　

　
…

…

曼

卿
卒

後、

其

故
人

有
見
之

者、

云

恍
惚

如
夢
中

、

言

　

　
我

今
為
鬼

仙
也
、

所
主

芙

蓉
城
、

欲
呼

故
人

往
遊

、

不

得
、
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忿

然
騎
一

素

騾
去

如

飛
。

其
後
又

云
、

降
於

亳
州
一

挙
子

家、

　
　

又

呼
挙

子

去
、

不

得
、

因

留
詩
一

篇
与

之
。

余
亦

略
記

其
→

　
　

聯
云
、

「

鶯
声

不

逐

春
光

老
、

花
影
長

随

日

脚
流

。

」

神

仙

　
　

事

怪
不

可
知

、

其

詩
頗

類

曼
卿
平
生

語
、

挙
子
不

能
道
也

。

の

よ

う
に

、

石

延

年
の

逸
事
を
、

石

延
年
の

友
人

か

ら
の

伝

聞
と

し

て

記
録
し

、

神

異
に

わ

た

る

事
柄
へ

の

懐
疑
を

示
し

て

い

る
の

に

対
し

、

劉

話
は

、

　
　

石

曼
卿

独
行

京
師
、

一

豪
士

揖
之

而
語
日
、

「

公

幸
過

我

家
。

」

　
　

石

許
之
、

同

入
委

巷
、

抵

大
第

、

藻
飾
宏

麗、

錦
繍
珠

翠
、

　
　

殆

非
人

間

所
擬

。

歌

舞
歓
酔

、

丐
書、

為
揮
「

簿
筆
駅
詩
」

　
　

数
篇

。

以

金

帛

数
百

千

贈
之

、

復
使
嬲

従
送
還
、

恍

然
不
知

　
　

其
誰

。

翌
日
、

殆

無

復

省
所
居

矣
。

他
日

、

遇

諸
塗

、

又

遺

　
　

以

白
金

数

両
、

謂

日
、

「

詩

中
『

意

中
流

水
遠

、

愁

外
旧

山

　
　

青
』

、

最
為

佳
句

。

」

と

な
っ

て

い

て
、

神

異
に

対

す
る

懐

疑
は

な
い

。

他
の

則
も

ほ

ぼ

同
じ

姿
勢
で

あ
る

。

　

隠
逸
へ

の

志

向
、

神

異
に

対
す
る

興
味
は

、

そ

れ
ぞ

れ
の

著

者

の

性

格
に

よ

る

も

の

で

あ
ろ

う
。

五

　

馬
話
・

劉
話
に

対
し

て

欧
話
が

決

定

的
に

異
な

る

要

素
が

あ

る
。

そ

れ
を

い

く
つ

か

の

項
目

に

整
理

し

て

み

る
。

　
ま

ず
、

著

者
の

体
験
が

記
さ

れ
て

い

る

も
の

は
、

欧
話
で

は
5

　

　
　

　
　

791112151720232427

の

十
一

則

で

あ

り
、

馬
話
で

は

僅
か

に

31224

の

三

則
、

そ
し

て

劉
話
で

は
非
詩

話
の

66
一

則
の

み

で

あ

る
。

　

次
の

欧

話
5
な

ど

は
、

体

験
を
記
す

典
型
的

な
例
で

あ
る

。

　

　
蘇
子

瞻
学
士
、

蜀
人
也

。

嘗
於
清

井
監
得
西

南
夷
人

所

売
蛮

　

　
布
弓

衣
、

其
文

織

成

梅
聖

兪

「

春
雪

詩
」

。

此

詩

在
聖

兪
集

　

　
中

、

未
為

絶
唱

。

蓋

其
名

重
天

下
、

一

篇
一

詠
、

伝

落
夷
狄
、

　

　
而

異
域
之

人
貴

重
之

如
此
耳

。

子

瞻
以
余
尤
知

聖

兪
者

、

得

　

　
之

、

因
以

見
遺

。

余

家
旧

蓄
琴
一

張
、

乃

宝

暦
三

年
雷

会

所

　

　
撕

、

距
今
二

百
五

十
年
矣

。

其
声

清
越
如

撃
金
石

、

遂

以
此

　

　
布

更
為
琴

嚢、

二

物
真

余

家
之
宝

玩
也

。

　

欧
話
7122024

、

馬
話
3

な
ど

は

先
に

示

し

た
。

　

著
者
の

体
験
と

類

似
し

た

面
は

あ
る

が
、

著
者
と

、

詩
話
が

話

題

と
す
る

詩
人
と

の

交
遊
が

記
さ

れ
て

い

る

も
の

は
、

欧
話
で

は
、

571213202326

の

七

則
で

あ
り

、

馬

話
は

12
の
一

則
、

劉

話
は

66
の
一

則
で

あ
る

。

　

さ
ら

に
、

著
者
と

他
人

と

の

議
論
の

場
が

描
か

れ

て

い

た

り
、

そ

れ

が

反

映
さ

れ
て

い

る

も
の

を

挙
げ

る
と

、

欧

話
に

は

1227

の

二

則
が
あ

る

が
、

馬

話
・

劉
話
に

は

な
い

。

欧

話
12
は

先
に

示

し

た
。

　

以

上
と

関
連
し

た
こ

と
で

は
あ

る
が

、

第
一

人
称
「

余
」

「

予
」

あ

る
い

は

「

僕
」

が

使
用

さ
れ
て

い

る

も
の

を

数
え
て

み

る

と
、

欧

話
で

は

5791112131720232427

の

十
｝

則

（

「

余
」

「

予
」

が

計

二

十

六

回
）

、

馬

話

で

は

31224

の

三

則

（

余
が

四

回
）

、

劉

話
で

は

966

の

二

則
（
「

余
」

「

予
」

が

計
三

回
、

「

僕
」

が
一

回
）

で

あ

る
。

馬
話
は

著
者
の

体
験
が

現
れ
て

い

る

則

と
一

致

す
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劉
話

の

9
は

「

僕
以

謂
不

減゚

劉
長

卿
」

で

あ
る

。

著
者
が

文

章

中
に

登

場

す
る

と

い

う

ほ

ど

の

も
の

で

は

な

い
。

66
は

先
に

非

詩
話

と
し

て

指
摘
し

た

も

の

で

あ

る
。

　

　

蜀
人

李
士

寧
、

好
言

鬼
神
詭

異
事

。

為
余
言

、

嘗
泛
海

値
風

、

　

　

広

利
王

使
存

問
己

。

…

…

士

寧
過

予
、

予

故
黙

作
念

、

侮
戯

　

　

之

竟
日
、

士

寧
不

知
、

悪

在
其

通
也

。

：・

…

　

こ

れ

は

例

外
的
で

あ

る

が
、

非
詩

話
で

は

あ

る
。

　

次
に

自

作
の

詩

が

載
せ

ら

れ

て

い

る

も
の

を
見
て

み

る

と
、

欧

話
13

（

「

水

谷

夜
行

詩
」

の
一

部
）

23

（

「

春

口

西

湖
寄
謝

法

曹

歌
」

の
一

部
）

の

二

則
の

み

が

そ
れ

で

あ

る
。

　

以

上

か

ら
、

体
験
・

交
遊
・

著
者
と

の

議
論
の

場
・

第
一

人
称

の

使
用

・

自

作
の

詩
、

い

ず

れ
を
と
っ

て

も

欧
話
が

他
と

大

き
く

引
き

離
し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

そ

れ
は

次
の

よ

う
に

解
釈
さ

れ

る

で

あ
ろ

う
。

す
な

わ

ち
、

欧

話
は

欧

陽
修
自
ら

が

詩
人

と

し

て

の

自

覚
を

も
ち

、

つ

ね

に

詩

人

と

し

て

の

立

場
か

ら
、

詩

と

い

う
現

象
を
主

観
的
と

ら

え

て

い

た

こ

と
、

そ

し

て

み

ず
か

ら

の

近

く
に

存
在
す

る

文

学
的
な

事

象
を

記
述
し

よ

う
と
し

た

か

ら

で

あ

る

と

い

う
こ

と

で

あ

る
。

詩
人

と
の

交

流
が

、

他
の

二

人

に

比
べ

て

多
か
っ

た

で

あ
ろ

う
こ

と

も

そ

の

理

由

と

な
り

う

る
。

　

欧
話

に

特

徴
的
な

こ

と

の
一

つ

と

し

て
、

比

較
的

テ

ー

マ

が

集

中
し

て

い

る

と

い

う
こ

と

も

指
摘
で

き
る

。

対
象
と

し

て

取
り

あ

げ

る

詩

人
と

し

て
、

回

数
の

多
い

も
の

を

挙
げ

る
と
、

梅
堯

臣
が

4571213152027

の

各
則

に

登

場
し

、

二

十
八

則

中
八

則

の

多

き

に

わ

た

る
。

こ

れ
に

続
き
、

杜

甫
・

李
臼
・

韓
愈
・

鄭
谷
・

劉

箔
・

蘇

舜
欽

ら
が

複
数
の

則

で

取
り

あ
げ

ら
れ

る
が
、

梅
堯

臣
は

第
二

位
の

杜
甫

の

四

回

を

大

き
く

抜
い

て

い

る
。

劉
話
で

は

韓

愈

の

現
れ
る

則

が

七

則
で
、

こ

れ

が

最

多
で

あ

る

が
、

内

容

的
に

は

軽

く、

ま

た

著
者
の

韓
愈
に

対
す

る
一

貫
し

た

立

場
は

な
い

。

馬

話
は

梅

堯
臣
の

三

回
が

か

ろ

う

じ

て

目

立

つ

と

い

う
程
度
で
、

広

く

多
数
の

詩
人

に

わ

た
っ

て

い

る
の

が

特

徴
で

あ
る

。

こ

れ

に

つ

い

て

劉

徳
重

・

張

寅
彭
氏

の

『

詩
話

概

説
』

（

中
華
書

局、

一

九

九

〇
年
）

に
、

馬

話
に

は
二

十

人

が

取
り
あ

げ
ら

れ、

基

本
的
に

一

人
一

則
で

あ

り
、

こ

れ

が

後
の

詩

話
書
の

ス

タ

イ

ル

の

道
を

開

い

た

こ

と

を

指
摘
し

て

い

る
。

　

さ
て
、

欧

話
に

お
い

て

梅
堯

臣
が

多
く
の

則
に

登
場
す
る

こ

と

が
、

と

り

も

な
お

さ

ず
、

著
者
の

体

験
が

記

さ
れ

て

い

る

則
、

詩

人

と

の

交
遊
が

記
さ

れ

て

い

る

則
な
ど
の

数

を
多

く
す
る

要
因
の

一

つ

と

な
っ

て

い

る

こ

と

が

容

易
に

理

解
さ

れ
よ

う
。

ま

た
、

梅

堯

臣
を

全

面

的
に

高
く

評

価
し

て

い

る

こ

と

も
見

逃
せ

な
い

。

先

輩
詩
人

と

し

て

深
く

尊
敬
し

て

い

た

か

ら

で

あ

る
。

ノ丶

　

最
後
に
、

馬
話
・

劉

話
が

欧
話

か

ら

ど

の

程
度

影
響
を

う
け
て

い

る

か

を

考

察
し

よ

う
。

　

馬
話
は

そ
の

小

序
で
、

欧
話
を

続
け

る

た

め

に

書
い

た

と

述
べ

て

い

る

が
、

実

際
に

は

ど

の

程
度
で

あ

る

か

を

見
て

み

よ

う
。

　

最
初
に
、

馬
話
が

欧
話

所
載
の

詩
話
を

明

ら

か

に

補
足

あ

る
い

は

敷
衍

し

て

い

る

も
の

、

ま

た

は

欧
話
を

意
識

し

そ

れ
を
ヒ

ン

ト

と

し

て

い

る

と

思
わ

れ

る

も
の

を

挙
げ
る

と

次
の

よ

う
な
則

が

あ
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1
「

文

徳
殿
、

百

官

常
朝

之

所
也
」

の

則
は

欧

話
3
「

京

師

輦
轂
之

下
」

の

則
の

模

擬
で

あ
る

。

2
恵

崇
は

欧

話
9
で

九

僧
の
一

人

と

し

て

紹
介
さ

れ
て

い

る

の

で
、

そ

れ

を

取
り

あ

げ
た

。

3

「

梅

聖
兪

之

卒
也
」

の

則
は

欧

話
7
「

鄭
谷
詩

名

盛
於

唐

末
」

の

則
の

「

梅
聖

兪
晩

年
、

官

亦
至

都
官
」

の

逸

事
と

類

似
し

て

い

る
。

5
「

科

場
程
試

詩
」

の

則
は

欧
話
28
の

「

自

科
場
用

賦
取
人
」

の

則
を

意
識

し

て

い

る
。

6

「

鮑
当

善

為

詩
」

の

則
で

鮑

当
が

「

鮑

孤

雁
」

と

よ

ば

れ

た

と

い

う

記

事
は

欧

話
28
で

宋

祁
が

「

宋

采
侯
」

と

よ

ば

れ

た

と
い

う
記

事
を

意
識
し

て
い

る
。

8
「

魏
野

処
士
」

の

則

の

末
尾

に

「

豈

非

状
難

写

之

景
也
」

と

あ

る

の

は
、

欧
話
12
「

聖

兪
常
語

予

日
」

で
、

梅

堯
臣
が

主

張
す

る
見

解
を

受
け

て

い

る
。

16
「

『

詩
』

云
、

「

佯

羊
墳

首
、

三

星

在
麕
」

の

則
も

前
項
と

同
じ

で

あ

る
。

18
「

唐

之

中
葉
」

の

則
は

、

欧

話
11

「

唐
之

晩

年
」

の

則
に

倣
っ

て

い

る
。

23

「

元

豊
初

、

宦

者
王

紳
、

効
王

建

作

『

宮

詞
』

百

首
」

の

則
は

、

欧
話
16
の

王

建
の

「

宮
詞
」

の

記
事
に

倣
っ

て

い

る
。

24
「

欧

陽
公

云
、

『

九

僧
詩

集
』

已

亡
」

の

則
は

欧

話
9
「

国

朝

浮
図

、

以

詩

名

于

世
者
九

人
」

の

則
を

補
足

す

る

も
の

で

あ
る
。

　
こ

の

ほ

か
、

14
の

「

群
臣
進

挽
歌

数
百

首
」

は
、

欧

話
1
の

「

当

時

群
臣

皆
進
」

と

よ

く

似
て

い

る
。

用

語
と

し

て

は
「

曲
尽
」

「

道

尽
」

「

首

出
」

な

ど
が

欧

話
に

も

使

用
さ

れ

て

い

た

が
、

そ
の

影

響
に

よ

る

も
の

か

ど

う
か

は

見
定

め
に

く
い

面
も
あ

る
。

ち

な
み

に
、

欧

話
で

七

回
使

用
さ

れ
て
い

た
「

佳

句
」

は
、

馬
話
に

は

現

れ

ず
、

劉
話
に

三

回

現
れ
る

。

話
題
の

上
、

あ

る
い

は

語
句
の

上

で

の

類

似
以
外
で

は
、

19
に

、

　

　
：

：

：

蔡
君

謨
嘗

嘲
之

日
、

「

陳
亜

有

心

終

是

悪
。

」

亜

応

声

　

　
日

、

「

蔡
襄

除
口

便

成
衰

。

」

と
い

う
の

が
あ

る
。

先
に

挙
げ
た

欧
話
6
に

見
え

る
、

鴻
漸
の

嘲

り
に

対

す
る
賛

寧
の

捷
対
と

同
趣

向
の

も
の

で

あ

る
。

　

劉
話
が

欧
話

を
批

判
す
る

も
の

に
つ

い

て

は

前
述
し

た

が
、

そ

の

ほ

か

に

欧
話

を
意
識
し
ヒ

ン

ト

と

す
る

も
の

も

あ

る
。

　

　
28
「

孟

蜀
時

、

花

蕊
夫

人
号

能
詩

、

而
世

不

伝
」

の

則
は
、

　

　
欧
話
16
の

「

王

建

宮
詞
」

の

則
を

継
ぐ
も
の

で

あ

る

と

と

も

　

　
に

、

馬
話
23
の

王

紳
の

「

宮
詞
」

の

記
事

を
も

継
い

で

い

る
。

　

　
45
俗

語
に

関
す
る

話
題
が

欧

話
17
を

継
い

で

い

る
こ

と

は

す

　

　
で

に

述
べ

た
。

　

　
50
石

延
年
の

逸
事
を

紹
介
す

る
が

、

そ
の

中

に

出
て

く
る
「

籌

　

　
筆
駅
詩
」

は

欧
話

24
に

見

え

る
。

　

　
5

「

僧

恵
崇

詩
云

、

『

河

分

岡

勢
断
、

春

入

焼
痕

青
。

』
」

の

　

　
則
は
欧

話
9
と

馬

話
2
の

恵

崇
の

記
事
を

継

承
す
る

も

の

で

　

　
あ

る
。

　

　
20
「

尖

簷
帽
子

卑
凡

廝
」

は

「

廝
」

の

字

を
問
題

に

し

て

い

　

　
て
、

欧

話
17
が

「

尖

簷
帽
子

卑
凡

廝
、

短

黝
靴

児
末
厥

兵
」
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の

「

末
厥
」

を

問

題
に

し

て

い

る
の

と

は

異
な

る

が
、

欧
話

　
　

の

挙
げ

る

詩

句
か

ら

ヒ

ン

ト
を

得
て

議
論
の

題

材
と

し

た

可

　
　

能
陛
は

あ

る
。

　
　

29
鄭
谷
の

句
を

引
用

す
る

の

は
、

欧

話
67

に

鄭
谷

が

見
え

　
　

る

の

を

ヒ

ン

ト

に

し

た

可

能

性
が

あ

る
。

た

だ

し
、

劉

敷
が

　
　

鄭
谷
の

詩
と

す
る
「

任

是
深
山

更
深

処
、

也

応
無

計
避
王

徭
」

　
　

は

杜
荀

鶴
の

も
の

で

あ

る
。

　

こ

う
し

て

み

る

と
、

馬
話
が

欧

話
に

見

え

る

多
数
の

詩
話

を

補

い

敷
衍
し

て

い

る
の

は

当

然
と

し

て

も
h

劉
話

も
同

様
で

あ

る

こ

と

が

わ
か

る
。

す
な
わ

ち
、

劉
話
は
ス

タ

イ

ル

の

面

で
、

欧

話
・

馬

話
を

継
承
す

る
の

み

な
ら

ず、

話

題
の

多
く

も
そ

れ

ら

を

引
き

継
い

で

い

る
。

ま

た
、

取
り

あ

げ
る

詩
や
詩

人
の

大

部
分
が

宋

代

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

で

あ
っ

て
、

唐
代
の

話
題
は

少
な

い

と

い

う
特
色

も

劉
話
に

引
き

継
が

れ
て

い

る
。

馬

話
は

意
図

的
に

欧
話
を

継

承
し

た

が
、

劉

話

が

無

意
識
的
に

欧

話
を

継
承

し

た

部
分
も

多
い

。

（

注
〉

 

「

欧
陽

修
」

と

「

欧
陽
脩
」

の

い

ず
れ

が

正

し

い

か

に

つ

い

て
、

私

　

は
、

正

式
に

は

「
欧
陽
修
」

が

正

し

い

が
、

「
欧

陽

脩
」

と

書
か

れ

る
こ

　

と

も
あ

り
、

自
署
も
そ

う

し
た

と

理

解
し

て

い

る
。

な
お
、

「

欧
陽

修
か

　

欧

陽
脩
か
」
（
小
林

義
廣
氏

著
、

『

東
海
史
学
』

三

十
→
、

一

九

九
七

年）

　

と
い

う

文

章
が

あ

る
。

 

「

〇
七
→

年
ま
た

は

七

二

年
に

成
立

。

 

『

詩
話
』

成
立
以

後
か

ら

煕

寧
・

元
豊
の

間
（
一

〇
七
一

〜
一

〇

八

　

五
）

に
成

立
。

 

欧

陽
修

の

『

詩
話
』

成
立

後
の

煕

寧
・

元

祐
の

間

（
一

〇
七
一

〜
一

　

〇
九

四）

に

成
立

。

 

テ

キ

ス

ト
は

天

理

大
学
附

属
天

理

図

書

館

所

蔵
の

南
宋
本
『

欧
陽
文

　

忠
公

集
』

〔
国
宝
）

所

載
の

も
の

に

よ
り
、

分
則
は
、

乾

隆
三

十
五

年
（
「

　

七

七

〇）

刊
の

何
文

煥
編
『

歴

代
詩

話
』

本
に

よ

っ

た
。

 

こ

の

こ

と
に

つ

い

て

は
、

拙
論
「
『

六
一

詩
話
』

の

成
立
」

（
『

小

尾

博

　

士

古
稀
記

念

中
国
学

論
集
』 、

一

九
八

三

年
）

を

参
照

。

 

テ

キ
ス

ト
は

百

川
学
海
本
『

司

馬

温

公

詩

話
』

に
よ

り
、

分
則
は

前

　

掲
『

歴

代
詩
話
』

本
『

温
公

続
詩

話
』

に

従
っ

た
。

 

「
時
事」

は

「

詩

事
」

の

誤
り

で

あ

ろ

う。

 

テ

キ
ス

ト

は

百

川
学
海
本
『

劉

貢

父

詩

話
』

に

よ

っ

た

が
、

明
ら

か

　

な

誤

り

は

前

掲
『

歴

代

詩
話
』

本
『

中
山

詩

話
』

に
よ

っ

て

正

し

た
。

　

分
則
は
一

九

八
一

年

中
華
書
局
刊
『

歴

代
詩

話
』

本
に

従
っ

た
。

 

そ

れ
が

正

し

い

意
味
と

は

言

え

ず
、

後
の

詩

話
書
な

ど

に

は

異
説

も

　

見
え

る
。

詳
し

く

は

拙
訳
『

六
一

詩
話
』

訳
注

〔
二
）

（
『

武
庫
川

国
文
』

　

第
十
八

号
、

　「

九

八

〇
年
）

を

参
照。

 

杜
甫
の

「

奉
寄

別

馬
巴

州
」

に

は
、

「
功

曹
非
復
漢
蕭
何」

と
あ

る
。

　

今
本
の

劉
話
は

後

人
に

よ
る

伝
写
の

誤
り

で

あ

ろ

う
。

 

欧
陽
修
の

こ

の

指

摘
は

誤
り

で

あ
る

。

詳
し

く

は

『

六
］

詩

話
』

訳

　

注
〔
二
）

を
参

照
。

 

白
居

易
の

長
恨
歌
に

「
孤
燈
挑
尽

未
成
眠
」

と

あ

る
。

 

「

聖

兪
嘗
云
、

『

詩
句

義
理

雖

通、

語
渉

浅

俗
而

可
笑

者
、

亦

其

病
也

。

』
」

　

で

始

ま

る

こ

の

則
は
、

全

体
が

梅

堯
臣
の

所
説
の

紹

介
で

あ

る
。

欧
話

　

の

他
の

則
の

例
か

ら

す
る

と
、

こ

れ
は

梅
蕘

臣

が

欧

陽

修
を

目
の

前
に
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し

て

語
っ

た

で

あ

ろ
う

こ

と

が

推

測
さ

れ
る

。

 

「

竜
図

趙
学
士

師

民、

以

醇

儒
碩

学

名
重

当
時。

為
入

沈
厚
端

黙
、

　

群
居
終
日

、

似
不

能
言
」

と

あ
る

。

著
者
が

実

際
に

趙
師
民
と

接
し

た

　

こ

と

が

う
か

が
え

る
。

 

欧
話
に

先
だ
っ

て

欧
陽

修
が

記

し

た

『

試
筆
』

の

中
の

欧

陽
修

自

身

　

の

言
説
に

内
容
的
に

近
い

も
の

が
、

欧

話
の

中
で

梅
堯
臣
の

説
と

し

て

　

に

記
さ

れ
て

い

る

と
い

う
例
が

あ
る

。

こ

れ

に
つ

い

て

は

前
掲

「

『

六
【

　

詩

話
』

の

成
立
」

を

参

照
。

 

唐
代
以

前
で

は、

馬

話
16
の

み

が

例

外
的
に

『

詩

経
』

に

及
ん

で

い

　

る
。
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